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施工中写真
（仮設落差工施工前）

4－2（4） 被災前状況（工事中写真）
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目川池

金勝川

既設護岸

間詰コンクリート

じゃかご
φ450

大型連節ブロック
350kg/m2以上

鋼矢板8.5m

鋼矢板4m
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4－2（4） 被災前状況（工事中写真）
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護床ブロック2t
護床ブロック4t

吸出防止材設置状況



4－2（4） 被災前状況（工事中写真）

既設護岸じゃかご
φ450

大型連節ブロッ
ク350kg/m2以上

鋼矢板8.5m

鋼矢板4m

護床ブロック4t

被災後矢板取付部吸出防止材設置状況

間詰コン
クリート
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4－2（4） 被災前状況（工事中写真）

ふとんかご設置状況

6464



4－2（4） 被災前状況（工事後）

6565
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4－2（5） 被災箇所 ボーリング調査

調査箇所（Ｎｏ２）

調査箇所（Ｎｏ１）

決壊箇所でボーリング調査を実施済(平成22年度)
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4－2（6） 地質想定図（Ｎｏ１地点）

67

ボーリング地点では、砂質を主体
とした盛土堤防であった

河川
堤防 堤内地

盛土層(砂質主体)

沖積砂質土層

砂質盛土で構成される堤防の断
面(右岸側)

Dsg=洪積層(砂質土)
(礫混入)

B=盛土(砂質土)

Ds=洪積層(砂質土)

As=沖積層(砂質土)

Ac=沖積層(粘性土)

Dg=洪積層(礫質土)

Dc=洪積層(粘性土)
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4－2（6） 地質想定図（Ｎｏ２地点）

ボーリング地点では、砂質を主体
とした盛土堤防であった

河川
堤防 堤内地

盛土層(砂質主体)

沖積砂質土層

砂質盛土で構成される堤防の断
面(右岸側)

Ds=洪積層(砂質土)

Dc=洪積層(粘性土)

B=盛土(砂質土)

Dg=洪積層(礫質土)

Ac=沖積層(粘性土)

As=沖積層(砂質土)

Dsg=洪積層(砂質土)
(礫混入)
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4－2（７） 近傍の被災実績(H24)
平成24年6月22日の出水によって仮設落差工上流右岸側の護岸が崩れ，応急復旧が行われ
ている．右岸沿いの主流によって基礎が洗掘を受けており，これが主要因と推察される

写真①

写真② 写真③

H25台風18号での
決壊箇所

H24被災箇所

4－2（７） 近傍の被災実績(H24)
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写真① 写真②

写真③
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4－2（７） 近傍の被災実績(H24)

写真

平成24年6月22日の出水によって仮設落差工上流右岸側の護岸が崩れ，応急復旧が行われ
ている．右岸沿いの主流によって基礎が洗掘を受けており，これが主要因と推察される．

写真

4－2（７） 近傍の被災実績(H24)
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No.9+20
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4－3（1） 被災河川の降雨状況

―― 流域界
―― 一級河川金勝川
○ 決壊箇所

流域面積 A=20.93km2
河川延長 L=10.39km

上砥山
雨量計

観音寺
雨量計

目川
水位計

流域面積 A=20.93km2
河川延長 L=10.39km
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4－3（2） 被災河川の降雨・水位状況

はん濫注意水位 2.60

降り始めからの累加雨量

上砥山 436mm
(9/15 1:00-9/16 11:00)

金勝川決壊を現地確認
(9/16 6:50～）

異常値の可能性大
（7.42）

観測地点断面図
（破堤地点より約700m上流）

※滋賀県観測データから、破堤地

点近傍の、上砥山雨量、目川水位
を整理した。

水防団待機水位 1.20
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平成25年9月18日撮影

4－4（1） 被災箇所の状況

75

76
平成25年9月18日撮影

4－4（1） 被災箇所の状況
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決壊箇所

決壊箇所周辺の痕跡水位状況

DHWL
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決壊箇所 L=110m
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4－4（2） 被災時平面図

4－4（3） 被災時断面図
No8+20

堤防高T.P.+109.0m T.P.+107.6m

No8+60

堤防高T.P.+104.4m
T.P.+109.1m

T.P.+107.0m

No8+87

右岸近接家屋

土のう

土のう

堤防高T.P.+105.8m

T.P.+109.3m

土のう

※被災後横断図は被災後対応の土のう設置が完了している10月5日時点のもの
78

T.P.+111.7m



79決壊箇所上流 護岸崩落

決壊箇所 全景

決壊箇所 断面

堤防高さ 落差工の変化点

4－4（4） 被災状況：決壊地点写真
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侵食範囲侵食範囲
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4－4（５） 被災状況：被災箇所の侵食状況
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写真③ 写真④

写真①

写真②
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4－4（6） 被災状況：被害発生状況写真

写真① 写真②

写真③ 写真④
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出水時

4－4（7）被害状況：前後比較

被災前

被災後
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4－4（８）金勝川のその他の箇所での被災状況

７ 金勝川（栗東市川辺・下戸山）
護岸欠損（両岸）L=100m

２ 金勝川（栗東市下戸山）
護岸欠損（両岸）L=100m

４ 金勝川（栗東市上砥山）
護岸欠損（右岸）L=98.7m

６ 金勝川（栗東市御園）
護岸欠損（両岸）L=69.4m

５ 金勝川（栗東市砥山）
護岸欠損（右岸）L=28m

３ 金勝川（栗東市上砥山）
護岸欠損（両岸）L=30m

１ 金勝川（栗東市目川）
護岸欠損（右岸）L=200m

写真①
写真②

決壊区間 L＝１1０m

4－5 被災箇所 応急対策

写真①

決壊箇所(下流より)

写真②

決壊箇所(上流より) 84
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4－6（1） 金勝川での堤防決壊状況のまとめ
・決壊箇所の特徴

・未改修(仮設落差工)区間で天井川

・堤体は砂礫主体

・降雨・水位の状況

・降り始めからの累加雨量が436mmの大雨
(上砥山地点)

・護岸天端付近まで水位が上がった状態が
長時間継続

・被害状況・被害状況

右岸堤防が決壊・流失し、
近隣家屋に深刻な被害が
発生

・改修区間との取付部及び仮設落差工部分

・堤体は砂質主体

・護岸天端付近まで水位が上がった状態が
比較的長時間継続
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4－6（2） 堤防決壊の一般的なメカニズム
堤防決壊の一般的なメカニズムは越水・浸透・侵食の3つ
越水による決壊

浸透による決壊

侵食による決壊

降雨と水位上昇により堤防内地下水位が上昇し、堤防・地盤が緩みす
べり破壊などにより決壊

洪水流により護岸がめくれたり、深掘れにより護岸が破壊した結果、
堤防が直接洪水に削られて決壊

水位が上昇し堤防天端を越流する時に堤防が削られ決壊



・注目点① 出水時水位(現地確認)

出水時は護岸高程度までの水位上昇

→ 出水時水位の観点から堤防天端より低く
越水の可能性は低い

・注目点② 堤内地への土砂流入状況

鴨川と比較して堤内地への土砂流入が少ない。
越水や浸透による決壊の場合は堤防を構成して
いた土砂が流れこむ可能性が高い。

→ 土砂流入状況から、越水・浸透の可能性は
高くない。

・検証手順

以上をふまえて以下の検証を行う

・洗掘・侵食による決壊の検証
・浸透による決壊の検証

87

4－6（3） 金勝川での決壊メカニズムを解明
していくにあたっての注目点

金勝川決壊地点
(堤内地側)

侵食破壊の現象例

88

4－6（4） 侵食決壊のメカニズム（金勝川）（１）

①河川水位の上昇

降雨により河川水位が著しく上昇

②護岸または河床の破壊

洪水流速の増大等により護岸等が破壊

護岸等の破壊要因
・流木・流石
・流水(流体力)
・浸水

金勝川で侵食破壊による決壊が発生する場合の流れは以下通り。
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③護岸周辺の侵食

護岸等破壊箇所から堤体の侵食が進行

④堤防流失

流水により堤防が完全に流失する

金勝川で侵食破壊による決壊が発生する場合の流れは以下通り。

4－6（4） 侵食決壊のメカニズム（金勝川）（２）
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4－6（5） 今後のスケジュール（案）

本技術検討会は下記内容により金勝川での決壊メカニズムを解明、堤防
管理のあり方について検討していく予定。

次回検討会では、洪水再現計算の実施結果、侵食・洗掘破壊の検証、及
び堤防浸透流再現計算の計算条件について報告・協議を予定。

※スケジュールは現時点での予定であり、調査・検討状況により変わることがあります

表 技術検討会スケジュールと報告内容（金勝川・案）

検討会 報告内容（金勝川）

第１回検討会
・現地調査、資料収集整理
・被災の現象整理
・検証方針の検討

第２回検討会
・洪水の再現計算結果の報告及び検証
・浸食、洗掘破壊の検証
・堤防浸透流再現計算の条件整理

第３回検討会
・堤防浸透流再現計算結果の報告及び検証
・被災現象に基づく検討結果及び検証
・今後の堤防管理への考察
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4－6（６） 今後の検討方針（案）

表 洪水再現計算方針案（金勝川・案）

項目 再現計算の内容

目的 決壊地点ハイドロ(特に決壊前)の推定

考え方
決壊地点で決壊にいたるまでにどのような水位・流速をた
どったかを推定する

モデル
河川内洪水解析
(降雨流出解析＋1次元不等流解析)

降雨条件
レーダ雨量(Xバンド・Cバンド合成)により降雨分布が一様
であることを確認し、地上雨量観測値を採用。

検証方法
計算水位と実績水位とを比較して高水位継続時間が妥当
であるかという観点で検証。

決壊地点で決壊前にどのような水位・流速をたどったかを把握するため、
下記内容により洪水の再現計算を行う。

浸透の影響を受けた可能性もが考えられることから、堤防浸透流に影響を
与える高水位継続時間の観点でも実績水位と比較し妥当性を確認する。


